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的
な
免
許
申
請
を
行
な
う

叩
月
刊
U

日
E

松
山
支
局
、
高
松
支
局
、

軍
輸
省
、
国
会
議
員
に
対
し
免
許
申

請
に
つ
い
て
陳
情

発行所

印刷所

工
事
順
調
に
ゆ
け
ば

予
定

:就;

航
E手τ¥'

昭
和
何
年

1
月
叩
日
・
接
岸
施
設
関
係
で
大
州
土

木
事
務
所
長
の
現
地
調
査
あ
り

1
月
村
山
目
。
昭
和
何
年
度
公
共
事
業
と

し
て
、
県
企
画
部
、
同
土
木
部
港
湾

課
に
接
岸
施
設
の
予
算
要
求
の
陳
情

を
符
な
う
ー

1
月刊山

I
Z
日
e

航
路
免
許
に
つ
い
て

一
運
輸
省
、
海
運
局
、
接
岸
施
設
に

一
つ
い
て
港
湾
建
設
局
へ
、
国
県
道
に

一
つ
い
て
建
設
省
u

へ
そ
れ
ぞ
れ
陳
情

一
2
月
8
i
?
日
・
上
関
町
側
か
ら
接
岸

一
道
路
事
情
視
察
調
査
の
た
め
関
係
者

一
一
行
八
名
来
町

一
2
月
叩
日
・
免
許
、
接
岸
施
設
共
に
、

一
本
省
の
情
勢
は
一
明
る
い
見
透
し
で
あ

一
る
旨
、
高
橋
代
議
士
か
ら
連
絡
い
あ
り

一
2
月
泣
日
@
芳
二
回
フ
ェ
リ
ー
発
起
人

一
会
開
催

一
2
月
お
J

M
日
・
助
役
、
上
関
町
へ
車
問

一
起
人
会
の
結
果
報
告
、
趣
意
書
説
明

一
の
た
あ
出
向
う

一
2
月
四
日
@
上
関
側
か
ら
発
起
人
増
員

一
の
件
に
つ
い
て
連
絡
あ
り

一回
3
月
1
日
・
商
工
会
開
発
委
員
会
へ
株

式
に
つ
い
て
説
明
と
要
請

3
月
2
日
・
よ
関
側
か
ら
三
名
の
追
加

発
起
人
の
持
株
数
に
つ
い
て
連
絡
あ

宅ま

コ
昭
和
四
十
二
年
以
来
、
西
田
町
政
の
重
要
施
策
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
長

浜
と
山
口
県
上
関
町
、
室
津
港
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
就
航
開
発
事
業

は
、
そ
の
後
、
昭
和
四
十
三
年
五
月
に
、
長
浜
@
上
関
一
空
港
フ
ェ
リ
ー
株

式
会
社
を
設
立
し
て
、
事
業
推
進
が
は
か
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

昨
そ
の
航
路
免
許
が
下
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
事
務
上
の
手
続
き
は
全
部
完
了
し
た
こ
と
と
な
り
、
あ
ど
は

七
月
就
航
を
め
ざ
し
て
、
現
在
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
接
岸
施
設
と
フ

ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
の
建
造
を
い
そ
ぐ
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

It~ tJま

航

路

航
路
番
号

海

定

免

許本
第
八
一
三

O
号

第
一
二
号

'tJ.. 

室調

可

至
る

|宅
上
関
町
総
務
課
長
以
下
3
名
現
地
調

査
及
び
周
辺
道
路
事
情
調
査
の
た
め

来
町

8
月
包
日
・
大
洲
土
木
事
務
所
長
に
対

し
、
長
浜
側
接
岸
施
設
に
つ
き
陳
情

8
月
お
日
e

海
運
局
に
対
し
、
免
許
申

請
の
資
料
補
充
提
出

8
月
白
日
a

大
測
土
木
事
務
所
長
、
現

地
調
査
の
た
め
来
町

9
月
4

1

日
・
大
洲
市
に
対
し
、

事眠

フ
ェ
リ
ー
就
航
認
可
に
至
る
ま
で
の

事
業
経
過
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

躍主

昭
和
昭
年

4
月
1
日
・
総
務
課
に
企
聞
係
を
新
設

職
員
2
名
配
置

5
月

2
1
m
日
@
山
口
県
上
関
町
付
近

現
地
調
査
と
上
関
町
の
意
向
打
診
の

ー
ボ

l
ト
就
航
に
つ
い
て
内
容
の
説

た
め
出
向
か
う

6
月
1
日
・
波
方
町
の
フ
ェ
リ
ー
ボ
l

明
と
協
力
を
要
請

6
月
4
日
・
県
港
湾
課
長
と
関
係
係
長

ト
現
地
調
査

6
月刊は

1
何
日
@
伊
予
市
か
ら
八
幡
浜
に
就
航
計
画
と
接
岸
施
設
に
つ
い
て

に
至
る
入
、
車
両
、
貨
物
の
出
入
状
説
明
と
陳
情
県
土
木
部
長
に
早
期

実
現
を
要
請

況
を
調
査

，b
月
げ
日
・
旅
客
定
期
船
事
業
免
許
申
?
月
5
日
・
自
民
党
四
国
開
発
委
員
長

請

書

整

備

完

了

来

県

、

フ

ェ

リ

ー

に

つ

い

て

陳

情

6
月
怜
目
。
山
口
県
上
関
町
に
対
し
、
?
月

7
日
・
海
運
局
松
山
支
局
監
理
課

長
、
免
許
書
類
修
正
指
導
の
た
め
来

申
請
書
捺
印
の
た
め
出
向
か
う

6
月
加
日
・
海
運
局
に
対
す
る
免
許
申
一
日

一0
ノ月
mm
日
・
フ
ェ
リ
ー
部
会
を
開
催
、

請

を

提

出

'

一

J

7
月
泊
目
。
町
一
地
域
開
発
委
員
会
、
部
一
出
資
金
、
ム
歪
組
織
に
つ
い
て
協
議

3
月
白
日
・
在
窓
口
周
へ
意
見
書
の
資
料

会

を

結

成

一

?

月

別

日

・

喜

多

郡

、

犬

州

市

選

出

県

提

出

1

7
月
刊
日
・
部
会
役
員
を
選
任
一
会
議
員
、
大
洲
市
、
喜
多
郡
の
市
町

4
月
6
日
・
伊
予
銀
行
長
浜
支
庖
と
払

7
月
引
日
。
上
関
町
長
、
助
役
来
町
、
一
村
長
に
内
容
説
明
し
協
力
を
要
請
入
に
つ
い
て
細
部
打
合
せ

両
氏
を
交
え
フ
ェ
リ
ー
部
会
開
催
一

9
月
初
日
@
芳
一
回
設
立
発
起
人
会
開

4
月
B
t
?
日
町
内
株
式
申
込
書
の

8
月
1
日

・

町

議

会

、

開

発

課

設

置

条

一

催

、

と

り

ま

と

め

例

を

可

決

し

発

足

一

旬

月

1
目

。

株

式

の

公

募

開

始

一

4
月
旬
日
長
浜
地
区
一
般
、
各
団
体

8
月
旬
日
ト
山
口
県
企
画
部
職
員
及
び

J
h且
白
日
@
海
運
局
松
山
支
局
に
最
終
へ
株
式
申
込
書
の
と
り
ま
と
め

フ
エ
リ

h
ソ

3
月
叩
υ
日
町
議
会
(
委
員
会
)
株
式

に
つ
い
て
説
明

3
月
泣
白
・
上
関
側
発
起
人
の
定
款
捺

印
の
た
め
同
町
へ
出
向
く

3
月
包
日
・
意
見
書
資
料
収
集
の
た
め

高
知
市
へ
出
向
く

5
月
幻
日
・
公
証
人
の
定
款
認
証
を
受

け
る

昭和44年3月20日(一)

4
月
刊
i
刊
は
目
上
関
側
へ
株
式
申
込

警
と
り
ま
と
め
の
た
め
出
向
く

4
月
刊
U

日
・
海
運
局
松
山
支
局
か
ら
株

式
応
募
状
況
に
つ
い
て
問
合
せ

4
月
四
日
・
株
式
と
り
ま
と
め
完
了

5
月
刊
日
@
長
浜
、
上
関
高
速
フ
エ
リ

-
株
式
会
社
創
立
総
会
を
開
催
、
同

発
起
人
会
開
催
〔
代
表
取
締
役
選
任
〕

5
月
引
日
・
株
式
払
込
完
了

5
月
泣
日
・
長
浜
上
関
高
速
フ
ェ
リ
ー

K
K
設
立
去
記
完
了

5
月
幻
日
・
長
浜
側
接
岸
施
設
の
建
設

に
つ
い
て
大
川
土
木
事
務
所
長
に
要

主
目
6
月
刀
日
・
造
船
委
員
会
に
お
い
て
、

フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
建
造
に
つ
い
て
来

島
ド
ッ
ク
と
協
議
(
今
治
)

7円
A
2
日
・
芳
二
回
役
員
会
(
フ
エ
リ

一
ー
ボ

l
卜
の
建
造
、
接
岸
施
設
認
可

促
進
に
つ
い
て
打
合
せ
〉
(
松
山
)

7
月
叩
日
・
造
船
委
員
会
(
ボ
l
ト
の

船
価
見
積
に
つ
い
て
)
@
来
島
ド
ッ

ク
、
波
止
浜
造
船
所
と
接
渉
(
今
治
)

7
月
行
日
・
町
長
、
航
路
認
可
の
促
進

に
つ
い
て
陳
情
(
高
松
、
松
山
、
広

島
の
各
海
運
局
へ
)

7
月
げ
日
・
才
一
一
一
回
役
員
会
(
来
島
ド

ツ
ク
、
波
止
浜
造
船
と
の
交
渉
経
過

を
検
討
、
再
度
交
渉
の
う
え
船
価
の

折
合
い
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
他
の

造
船
所
と
交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
に

決
定
)

7
月
包
日
・
事
務
局
、
i

航
路
の
事
業
計

画
ヒ
ゲ
リ
ジ
グ
(
高
松
)

7
月
目
日
・
来
島
ド
ッ
ク
、
波
止
浜
造

船
と
船
価
に
つ
い
て
折
合
わ
ず
不
調

に
終
る
。
改
め
て
旭
梓
造
船
と
交
渉

を
開
始
)
(
今
治
)

8
月
刊
日
・
造
船
委
員
会
(
旭
洋
造
船

と
建
造
に
つ
い
て
細
部
打
合
せ
(
下

関
市
彦
島
)
一
億
五
干
万
円
の
船
価

で
話
合
い
が
整
う
)

8
月
引
日
・
旭
洋
造
船
と
フ
ェ
リ
ー
ボ

ー
ト
の
建
造
契
約
締
結
(
長
浜
町
)

旬
月
7
日
・
町
長
、
航
路
認
可
促
進
、

接
岸
施
設
に
つ
き
国
会
議
員
に
協
力

要
請
(
東
京
)

旬
月
間
品
目
・
接
岸
施
設
に
つ
い
て
打
合

せ
(
上
関
)

れ
月
4
日
・
接
岸
施
設
に
つ
い
て
打
合

せ
(
高
松
)

刊は月
7
日
・
運
輸
省
港
湾
局
計
爾
諜
か

ら
施
設
の
件
に
つ
い
て
視
察

昭
和
村
年

1
月
刊
日
・
社
長
、
長
浜
側
可
動
橋
の

公
共
性
に
つ
い
て
出
向
く
(
松
山
)

1
月
四
日
・
助
役
、
可
動
橋
の
構
造
に

つ
い
て
、
造
船
所
技
師
と
県
港
湾
課

へ
出
向
く
(
松
山
)

今
年
度
長
浜
町
議
会
芳
一
回
臨
時
議

会
は
、
去
る
二
月
十
日
、
町
体
育
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
た
議
案
は
全
部
で
六

議
案
で
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
々
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
と
の
ほ
か

陳
情
一
件
が
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

て
町
三
役
お
よ
び
教
育
長
の
給
与
条
一
、
h
hミミ
H
h
hミ
h
h
Eミ
h
hミ
¥¥hhh¥¥¥hhミ
¥¥hhミ
ミ
周
囲
ミ
ミ
弘
司
旬
、
h
H号、
E
H
H
¥

例

の

一

部

改

正

に

つ

い

て

一

l

一
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
二
銃

部

改

正

に

つ

い

て

一

月

昨
年
の
人
事
院
勧
告
に
と
も
な
う
、

-
3

公
務
員
給
与
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
、
さ
一
劃

ら
に
一
ヶ
月
さ
か
の
ぼ
り
七
月
か
ら
実
一

E

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
訂

て

一

般

会

計

補

正

予

算

一

加

八
月
集
中
豪
雨
を
主
に
、
今
回
、
二
追

千
三
百
九
万
九
千
円
を
追
加
補
正
、
こ
一
渇

れ
で
予
算
総
額
は
、
四
億
六
千
九
百
七
一
時

万

三

千

円

に

な

り

ま

し

た

。

一

詰

一
、
交
通
災
害
共
済
組
合
の
設
立
に
つ
一
面

い

て

ご

奴

〔
内
容
に
つ
い
て
は
、
先
般
各
戸
へ
配
ニ
繰

布
し
ま
し
た
チ
ラ
ジ
の
と
お
り
で
す
〕
一
有

(
関
連
記
事
四
面
に
掲
載
)

1
月
目
白
・
造
船
委
員
会
(
建
造
要
目

に
つ
い
て
細
部
打
合
せ
、
造
船
所
か

ら
4
名
来
町
)

1
月
沼
日
・
町
長
、
助
役
、
接
岸
施
設

早
期
着
工
の
件
で
、
大
洲
土
木
事
務

所
と
県
港
湾
課
へ
出
向
く

2
月
3
日
・
社
長
、
両
町
長
、
助
役
、

接
岸
施
設
早
期
着
工
の
件
に
つ
い
て

要
請
(
山
口
県
庁
、
土
木
事
務
所
)

2
月
4
日
・
社
長
、
両
町
長
、
造
船
委

員
、
フ
エ
ソ
1

ポ
1

ト
起
工
式
に
参

列
(
下
関
)

2
月
?
日
・
運
輸
省
港
湾
局
計
画
課
か

ら
接
岸
施
設
の
件
に
つ
い
て
来
町
、

視
察

2
月
刊
日
・
航
路
免
許
下
付
決
定
通
知

(
海
運
局
松
山
支
局
か
ら
)
航
路
番

号
本
赤
八
一
三

O
号
、
海
定
芳
一

二
号

2
月
白
日
社
長
、
免
許
状
受
領
に
出

向
く
(
高
松
)

(
二
@
三
十
回
で
図
説
)

h-υuu-v引
A
A
・N・-ueし
hAHUM引一
印
刷

NUNNHN6MMM明日
N
N
U
H
N
N
・MM
M
M
M
M
M閉山口同副

‘，
 •• 
s

，，O
』

1
1
l
!

二

月

臨

時

町

議

金

交
通
災
害

共
靖
組
合

を
設
立

え
て
受
付
場
所
に
出
し
て

ご--・、。

く
だ
さ
し

そ
の
他
・
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
民
業

課
ま
た
は
漁
協
で
お
間
合
山
せ

く
だ
さ
い
。

門
国
家
試
験
凶

資

格

a

小
型
船
舶
操
縦
士

と
き
@
昭
和
以
年
ム
片

2
日

と
こ
ろ
。
松
山
市

門
参
考
〕
@
こ
の
試
験
に
パ
ス
す
る
と
、

次
の
よ
う
な
船
の
船
長
に
な
れ
ま
す
G

O
総
ト
ン
数
五
ト
γ
未
満
の
船
で
旅
客

の
運
送
す
る
も
の
(
遊
漁
船
を
含
む
)

O
総
ト
γ
数
二
十
ト
シ
未
満
の
帆
船

。
総
ト
ジ
数
二
十
ト
ン
未
満
の
漁
船

。
総
ト
ン
数
百
ト
ン
未
満
の
水
平
区
内
四

だ
け
を
航
行
す
る
帆
船

悶
何
回
附
間
同
国
(
受
付
番
号
順
)

奥
田
帥
崎
市
、
綿
井
敦
、
岡
田
元
也
、

西
田
英
之
進
、
湊
勲
、
浜
上
宗
室
、

高
崎
勲
、
久
保
一
光
、
石
田
辰
見
、

田
淵
年
喜
、
池
田
利
行
、
石
田
年
男
、

浜
上
敏
郎
、
高
崎
藤
土
口
、
石
田
福
好
、

呉
田
良
馬
、
山
宕
域
忠
義
、
川
崎
小
作
、

高
崎
渡
、
池
田
登
、
神
田
字
体
見

岩
城
久
美
子
、
波
監
本
雄
(
以
上
目
先
V

免
状
を
取
ろ
う
日

小型船舶操縦士国家試験

三三すでにお人が合格三三

昭
和
四
十
四
年
度
小
型

船
船
士
操
縦
の
海
抜
免
状

を
取
得
す
る
た
め
の
養
成

講
習
会
が
行
な
わ
れ
ま
す

希
望
者
は
期
限
内
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

門
時
治
羽
日

A
Z
一〕

資
格
@
小
型
船
舶
操
縦

士

期
間
@
昭
和
川
例
年
5
月

目
白
か
ら
6
月
1
日
ま
で
(

泊
日
間
〉

と
こ
ろ
@
長
浜
町
農
協
加
工
部
会
議
室

受
講
料
@
四
五

0
0円
(
内
て

0
0

O
円
は
申
込
の
と
き
納
め
て

く
だ
さ
い
。
〉

受
付
期
間
・
昭
和
似
年
3
月
泊
日
か
ら

4
月
四
日
ま
で
)

受
付
場
所
@
役
場
産
業
課
ま
た
は
漁
協

申
込
手
続
@
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
申
込
手

数
料
て

0
0
0円
を
添

，ぅ
L
z
vオ
可
S
M
Y
V
λ
1
J
u
t
r
i
冷イ
l
r・v
Q
Hリ
vhhryi
リ
う
1
V
A
，ーし
r
r
λ
1
'
U
H
q
a
ザ
λ
F
E
V
リ
も
れ
た
ソ
う
b
ド九・
4ト
ト
iF

電話は正しく

つかいましょう
(カットは「有線放透新聞」から〕

丸和産業砂不1]
販売

水道工事

75 海岸通
878 紺屋町
27 干舟町
201 出海~~
157 出海土居
166 加犀

考

更変に蕃づ/
ノ
0
・A
U寸

町

成

宮

屋

を

手

グ

グ

グ

謡

駒

下

浜

加

W

6
7
8
6
5
0
1
良一

広
J
つ乙

η
L
Z
U
Z
U
7ノ
7
J
Lヘ内

6
5
5
2
4
4
島ム回れ

笑
昇
浩
一
一
光
郎
酬

一

信

新

徳

太

日

崎
本
岡
岡
本
下
水
頁
除

好
滝
松
片
山
木
清
田

j
魚
金
士
口
浜
一
船
清

日

向

同

l
l
l

'
1
4
7
3
?
8
1
(
(
2
4
7
活
刀
氾

'
N
2
2
5
5
4
5
1
-
t
-
t
f
 

砂利販売

備名
町
町
係
町
町
際
町
町

隅

来

手

舟

砂

波

剖
出
駒
山
中
干
山
真
小

号

7
7
9
8
7
2
9
2

乙

T
A
-
-
J
A守
「

D
n
L
η
/
-
A
4

苓
官

7
J
h引
円
乙

zd

ノ

0

1

・

-1::J 
ヤス子
藤吉
新市
大十郎
笑衛

新規(追加〕

頁氏 名

2 上宮 晋
5 梶田理容所
7 昭和砂利事務所
8 菅野金物庖倉庫
12浜田秋義
υ 浜田与吉
16 山本直衛
17 輪逮順三

沢
川
口
木
水
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(二)

ー
も
う
す
ぐ

一一E 畠

年
生
替、，ι劇

グ
自
『
分
の
こ
と
は
自
分
で
ρ

昭
和
四
十
四
年
度
の
小
学
校
の
入
学

式
は
、
四
月
八
日
(
火
旺
日
)
に
各
小

学
校
ご
と
に
挙
行
さ
れ
ま
す
。

こ
と
し
の
入
学
該
当
者
は
、
昭
和
三

十
七
年
四
月
二
日
か
ら
三
十
八
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
と
ど
も
さ
ん
で

町
内
全
校
を
合
わ
せ
て
、
二
二
六
人
と

昨
年
に
く
ら
べ
て
二
十
三
人
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

新

入

学

児

ロ

童

の

い

る

ご

ぐ

1

家
庭
で
は
、

R
1
i

特
定

な
に
か
と
心

ρ

3

¥

九
u
f

っ

か

い

を

さ

三

食

=

一

一

=
;
;
;
;
i
3
3
i
jミ主
¥
5
5
3
5
E
S
3
5
E

日
日
新
日
日

q

、

一

団

一

一

四

十

四

人

が

受

賞

一

h
r
h
i
-
-
H
i
H
)
(

服

装

の

こ

と

へ

自

分

の

こ

と

は

一

一

一

防

一

一

一

白

己

、

山

本

住

利

(

長

四

)

、

持
ち
も
の
の
内
分
で
し
ま
し
ょ
、
ユ

J

一

高

一

一

一

日

出

ぞ

め

式

お

わ

る

l

一
高
藤
弥
市
(
長
五
)
、
浜
川
太
郎
(

こ
と
、
健
康
(
あ
コ
マ
ミ

J
ぎ
つ

=

J
一

一

-

一

出

一

一

)

、

谷

浦

E
(大
一
一
)
、

の

こ

と

な

ど

レ

ノ

ノ

-

v

弘

喜

昭

和

四

十

四

年

長

浜

町

γ

消
防
団
出
初
二
斉
放
水
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
菊
地
宗
男
(
大
・
一
一
一
)
、
藤
上
金
男
(

沖

d

式

は

、

二

丹

十

九

日

午

前

九

時

か

ら

、

一

一

お

母

さ

ん

は

鳳

け

¥

長

浜

中

学

校

に

団

員

三

百

七

十

人

が

出

一

受

賞

者

↑

大

一

-

一

)

、

矢

野

良

之

助

吉

一

)

あ
れ
と
れ
と

(

o

動
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
門
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
(
勤
続

E
一
岡
崎
勇

S
J一)

心

を

配

っ

て

お

い

で

の

こ

と

と

思

い

ま

一

と

か

く

、

勉

強

に

は

神

経

質

に

な

り

こ

の

日

は

、

あ

い

に

く

小

雨

の

天

候

一

宇

都

宮

達

雄

(

櫛

)

一

門

町

長

表

彰

凶

す
o

-

が

ち

な

昨

今

の

風

潮

で

す

が

、

な

ま

じ

と

な

っ

た

た

め

、

式

典

は

屋

内

体

育

場

一

愛

媛

県

知

事

表

彰

(

功

筆

早

)

一

山

本

和

夫

(

白

)

、

沢

井

福

督

(

長

そ

こ

で

、

新

入

学

の

こ

ど

も

さ

ん

を

一

っ

か

、

字

を

お

ぼ

え

さ

せ

た

り

、

算

数

に

移

し

て

行

な

わ

れ

、

永

年

精

勤

さ

れ

一

村

本

徹

(

出

)

、

車

春

秀

(

喜

)

て

ニ

)

、

矢

野

五

喜

(

長

ト

〉

、

出

回

も

つ

ご

家

庭

へ

ひ

と

と

と

。

一

な

ど

教

え

こ

ん

だ

り

す

る

と

、

か

え

っ

た

団

員

ら

の

表

彰

式

が

行

な

わ

れ

ま

し

一

池

内

定

男

(

長

五

)

二

義

、

(

喜

.

一

一

)

、

櫛

笥

光

義

(

櫛

こ
の
ご
ろ
は
大
半
の
こ
ど
も
が
、
幼
一
て
授
業
に
さ
し
っ
か
え
る
こ
と
も
あ
る
た
。
し
か
し
、
午
前
叩
時
に
は
雨
も
止
一
愛
媛
消
防
協
会
長
表
彰
(
勤
続
章
二
一
一
)
河
地
正
(
出
・
一
一
)
、
武
田

稚
園
課
程
を
終
え
て
き
て
い
ま
す
の
で
一
ょ
う
で
す
。
少
し
ば
か
り
の
勉
強
に
先
引
揚
童
話
給
付
金
の
請
求
を
し
な
一
ん
だ
た
め
、
会
場
を
屋
外
に
移
し
て
、
一
本
田
伊
勢
生
(
櫛
三
)
、
鶴
崎
敏
行
一
玉
丸
(
大
一
一
)

新
入
学
と
い
っ
て
も
以
前
ほ
ど
心
配
は
↑
走
る
よ
り
も
、
ま
ず
身
の
廻
り
の
始
末
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
で
、
ま
だ
請
求
さ
一
各
個
、
各
団
の
教
練
、
町
内
パ
レ
ー
ド
一
(
長
・
六
て
後
藤
保
|
一
斉
放
水
一
豊
R
I
l

-

-

i

l

i

-

-

先

町

一

己

叶
i
k
刑

判

訂

正

記

じ

叫

ん

一

引

訂

利

引
1
2引

幻

自

叶

・

1

1

-

U

引

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

X

(

白
一
一
)
田
淵
逸

i

受
け
た
場
合
は
、
ど
う
な
る
か
。
一
〔
答
〕
住
民
票
の
写
は
い
ら
な
い
が
、
一
〔
き
自
分
の
不
注
意
に
よ
る
(
故
意
一
夫
(
長
・
己
、
伊
藤

〔
答
〕
日
本
国
内
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
一
居
住
地
の
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
一
ま
た
は
重
大
な
る
過
失
に
よ
る
行
為
は
…
要
私
(
喜
)
、
片
山
光

起
っ
た
も
の
で
も
共
済
の
対
象
と
な
る
一
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
一
除
く
)
交
通
事
故
で
あ
っ
て
も
傷
害
を
一
一
一
心
刊
(
日
一
一
寸

〔
問
〕
海
上
で
の
事
故
と
し
て
次
の
よ
一
だ
し
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
者
は
-
受
け
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
見
舞
金
は
支
一
清
水
義
政
(
白
四
)

う
な
場
合
対
象
と
な
る
か
。
一
そ
の
登
録
証
を
提
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
一
給
さ
れ
る
o

一
宮
井
直
(
青
)
、
松
本

の
船
員
が
作
業
中
の
場
合
。
一
な
い
。
ま
た
、
代
理
人
の
申
込
み
に
委
一
門
間
〕
加
入
者
が
事
故
に
よ
死
亡
し
一
筆
夫
(
大
一
一
一
)
、
都

@
乗
客
が
船
内
の
階
段
等
か
ら
転
落
一
任
状
は
い
ら
な
い
。
一
た
場
合
の
見
舞
金
受
取
人
主

U
う
な
る
一
回
恒
夫
(
大
一
一
一
)

し

た

場

合

。

一

門

間

凶

こ

の

組

合

に

一

人

で

何

口

も

加

一

l

z

一

一

3
0

…
門
喜
多
郡
消
防
団
連
合

釣
船
な
ど
に
の
っ
て
い
て
他
の
船
一
入
す
る
こ
と
が
で
き
・
心
か
。
一
ー

舶

と

接

触

し

た

場

合

。

一

き

で

き

な

い

。

五

二

ス

取

人

は

そ

の

遺

族

で

順

位

一

会

長

表

彰

同

一

一

川

山

本

敏

行

(

櫛

・

一

)

〔

答

〕

④

の

場

合

、

対

象

と

し

な

い

。

配

偶

者

の

子

@

父

母

@

孫

。

但

父

母

@

一

、

!

E

私
自
陸
雄
(
櫛
・
一

⑪

の

場

合

、

対

象

と

し

な

い

。

た

だ

し

兄

弟

姉

妹

で

あ

る

。

た

だ

し

、

父

母

に

ご

、

竹

内

勝

(

櫛

・

一

船

と

他

の

物

と

の

接

触

ま

た

は

第

一

〈

に

つ

い

て

は

、

養

父

母

@

実

父

母

の

順

に

一

て

竹

内

作

市

(

長

よ

る

場

合

は

対

象

と

な

る

。

す

る

。

一

六

)

、

藤

田

勝

馬

(

大

G
の
場
合
、
対
象
と
し
な
い
。
た
だ
し

門
間
凶
災
害
見
舞
金
の
支
払
を
受
け
た
こ
)
東
土
口
成
(
長
・
一

交
通
乗
用
具
と
し
て
の
船

1
と

接

触

し

易

合

一

片

辱

税

の

4
宍
と
工
る
;
一
)
、
池
田
吉
行
(
室
戸

た
場
合
は
、
対
象
と
す
る

i

f

ヌ
且

4
7
カ

〔
答
〕
所
得
税
法
施
行
令
方
一
一
一

O
笠
才
一
ご
、
岩
田
貞
夫
(
喜

三
項
に
よ
り
、
非
課
税
対
象
で
あ
る
。
…
に
い
い
中
目
官
ト

日
喜
・
二
円
、
1

沢
弘
兼
雄

第150号主主主首~事?主'fJ. 二明主主麗室主(毎月 l回発行)

……年額360円であなたを守る一

1山愛媛県町村交通災害共済組合_..m..

区
長
さ
ん
を

通
じ
て
、
と

の
制
度
の
あ

ら
ま
し
を
説

明
し
た
テ
ラ

ジ
を
各
家
庭

に
配
り
ま
し

た
の
で
、
大

要
は
お
わ
か

り
い
た
だ
い

た
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、

詳
細
面
で
の

質
問
が
出
て

い
ま
す
の
で

次
の
と
お
り

回
答
し
ま
す

門
間
口
加
入

者
が
他
府
県

加入しましょう

昭和44年3月20日

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
最
低
こ
れ
だ
け

は
身
に
つ
け
さ
せ
て
お
ぎ
た
い
も
の
で

す。
①
自
分
の
名
前
が
い
え
る
、
書
け
る

読
め
る
o

②
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
。
③

ハ
ィ
、
ィ
イ
エ
の
意
思
表
示
が
で
き
る

③
ハ
ン
カ
チ
、
ち
り
紙
の
使
い
方
と
管

理
が
で
き
る
。
⑤
自
分
の
衣
服
の
脱
着

が
で
き
て
、
用
便
が
た
せ
る
。
な
ど
。

門
間
〕
申
込
み
'
の
と
き
、
住
民
票
の
写

が
い
る
か
a

ま
た
代
理
人
が
申
込
む
と

た

『
小
学
校
名
一
男
女
総
数
一
男
一
女

一
長
浜
一

ω
一
科
一
一
羽

一
青
島
一

3

一

1

一

2

一

喜

多

灘

一

円

一

6
↑

5

一

櫛

生

一

幻

一

泊

一

日

一

出

海

一

初

一

行

一

?

一

大

和

芳

二

お

一

?

一

%

一
大
和
芳
二
一
向
一

7

一

B

一

白

滝

一

泊

一

B

一
泊

一
戒
川
一

B

一

4

一

2

一

柴

一

B

一

5

一

3

A
口
計
一

m
一

回

一

引

が
、
で
き
る
よ
う
に
し
つ
け
る
こ
と
の

ほ
う
が
大
切
で
す
。

衣
服
の
着
か
た
、
持
ち
物
の
整
理
が

ち
ゃ
ん
と
で
き
る
よ
う
、
お
手
洗
い
も

じ
よ
う
ず
に
済
ま
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
お
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
、
先
生
が

た
は
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
小

学
校
は
保
育
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

ど
も
た
ち
も
、
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
変

わ
っ
た
環
境
に
お
か
れ
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
そ
の
生
活
に
早
く
な
れ
る

よ
う
に
指
導
し
、
は
げ
ま
し
て
や
り
た

い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
し
つ

引
揚
者
特
別
給
付
金

請
求
を
急
い
で
/

門
間
凶
共
済
期
間
の
途
中
で
組
合
町
村

外
へ
転
出
し
た
場
合
の
資
格
は
ど

5
な

る
か
。

〔
答
〕
加
入
者
が
組
合
を
組
織
し
て
い

る
町
村
以
外
に
転
出
し
た
と
き
も
共
済

期
間
満
了
の
日
ま
で
加
入
者
の
資
格
は

有
効
で
あ
る
。

門
間
同
自
分
の
不
注
意
に
よ
り
交
通
事

故
を
起
し
で
と
き
の
見
舞
金
は
ど
う
な

け
を
す
る
に
し
て
も
、
も
う
す
ぐ
一
年

生
に
な
る
よ
ろ
こ
び
を
増
し
て
い
く
よ

う
な
心
づ
か
い
が
ほ
し
い
も
の
で
す
。

れ
て
い
な
い
方
は
、
す
ぐ
に
請
求
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
(
請
求
し
め
切

り
期
限
は
、
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
国
、
県
は
、

こ
の
業
務
の
完
了
目
標
を
一
年
〈
り
あ

げ
て
取
り
扱
っ
て
い
る
た
め
)

ま
た
、
す
で
に
国
庫
債
券
を
受
領
さ

れ
て
い
る
方
で
、
低
所
得
者
お
よ
び
老

人
の
方
々
に
は
優
先
的
に
一
括
買
上
げ

償
還
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

く
わ
し
く
は
役
場
住
民
課
へ
お
お

ね
く
だ
さ
い
。

門
講
求
手
続
き
方
法
凶

印
カ
シ
と
諸
手
数
料
を
も
っ
て
役
場

窓
口
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

i
g
-
-
5
2
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E
E
l
i
i
l
i
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-
-
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-
i
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み
ん
な

の

間

出

一
腸
チ
フ
ス
・
パ
ラ

一
チ
フ
ス
予
防
接
種

ー
品
田
知
樹

i4 
i月

保
健
事
業
計
画
表

「
ど
こ
か
ら
流

れ
て
き
た
の
か

一
1
・
有
熱
患
者
、
心
臓
血
管
系
、
腎
臓
ま
た
は
肝
臓
に

一
疾
患
の
あ
る
方
。

次
の
よ
う
な
症
状
一
糖
尿
病
患
者
、
脚
気
患
者
、
そ
の
他
医
師
が
予
防

一
接
穫
を
行
な
う
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
る
俣
病
に

の
方
は
接
種
で
き
一
か
か
っ
て
い
る
方
。

一
2
・
病
後
彦
、
弱
者
ま
た
は
著
し
い
栄
養
障
害
者
。

一
5
・
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
方
、
ま
た
は
け
い
れ
ん
性
体

一
質
の
方
。

一4
.
妊
産
婦

な
?
」

ま
せ
ん

肱
川
の
美
景
が

な
げ
き
ま
す

川
を
美
し
く
し

ま
し
ょ
う

「
日
本
脳
炎
予
防
接
種
」

fす

者

と
き
一
受

お
日
一
午
後
1
・司、
t
2
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日石百弓三ト自1

送信所 下間前彦.，旭洋遊館鉄工件式会社
館 名ながl主主

(第2陪を也遺する"含は俗名をかみのせきとする予定}
舵賀鋼 p，;-

全長 44，5Qm 
巾 11、30" 

Eノジ品 1000肘 X日
待トン数 499トμ
銘客室員 300名 ー

羽鑓能カ 15台 (4トノ積トラック惨震)
遼 力 14ノット

銭 信 1但5平方円

¥ 

耳目宍伊押押育品、ぉ γ 市川札~~写用~~守町野穂市?芳一寄?ちま対緊努言受7豆認

曹蜜密着量

伊予 1
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発着時刻表

便|長浜発|上関着|便|上関発|長浜着

1 1 6 : 00 1 8: 00 11 1 1 附 11附

21 11:00 1 13:00 11 21 13:30 I 1問
31 16:00 1 1ω11 3 1 18: 30 1" 2問

運 賃表

方の満未

方
一
才

の
一
臼

上
一
と

以
一
孔

け
一
才

唱

1

一
no

l

-

-

区
一
人
一
人

一
大
一
小

[
 !
 
!
 

日

一

人

1

・

|料金の額

F片道)400円
Icが)200円

JJIj 

瞳別|車産区分| 車長による区分

3.0mまで 1.200円

3.0mをこえ-4.0mまで| 1.600円

4.0 1/ -5.0 1/ 

5.0 1/ -6.0 /1 

フ
6.0 -7.0 // // 

// -8.0 1/ 
ツ

ノf ;....，9.0 ，ゲ

ク 9.0 // -10.0 1/ 

10.0 // -11.0 1/ 

11.0mをこえるもの

1.0mrc:::.っき 500円

乗
3.0mまで

車

3.0mをこえ-4.0mまで12.400円

用 4.0 !I -5.0 1/ 

車
5.0mをこえるもの

1.0m1Cっき
500円

7.01九まで
空

7.Omをこえ-9.0閉まで14.000円
ノ、-

9.0 11 -11.0 /1 

車
11.0ηzをコえるもの

1.0m1Cっき
500円

7.0nもまで
実

7.Omをこえ--9.0汎まで112.000円

ス 9.0 /1 "-11. 0 が 115.000円

車
11.0mをとえるもの

1.0仇につき 500円


